
艤
拝
観
鋳
潮

夏
時
間
／
３
月
２０
日
～
９
月
１９
日

〈
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時
３０
分
〉

冬
時
間
／
９
月
鉤
日
～
３
月
１９
口

〈
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
４
時
３０
分
〉

鬱
東
寺
鑢
詢
案
鉤
財

畿
宝
物
鑢
待
爾
鶴
鐵

春
　
季
／
３
月
２０
日
～
５
月
２５
日

秋
　
季
／
９
月
”
日
～
Ｈ
月
謁
圏

磯
薫
寺
〇
年
中
行
事

初
　
詣

（
臓
醸
館
し

　

１
月

１
日
～

５
日

修

正

会

↑

玉
宝
印
授
じ

１

月

３

日

後
七
日
御
修
法

初
弘
法

講
堂
修
正
会

鎮
守
八
幡
書
薩
会

春
の
彼
岸
会

正
御
影
供

降
誕
会

万
灯
会
雰
鳳踊
り
）

８
月
１５
口
〈
午
後
６
時
よ
り
〉

秋
の
彼
岸
会
　
　
　
９
月
創
日

終
い
弘
法
　
　
　
　
１２
月
日
日

１
月

８
日

～

１４
日

１
月

２‐
日

１
月

２８
日

春

３
月
１５
日

秋

＝
月
晰
日

３
月

２‐
日

４
月

２‐
日

碑
髄
峨
絵
馬
案

５

６
月

１５
日

大
般
若
会

布
薩
会

御
影
供

骨
董
市

毎
月
１
目

毎
月
１５
日

毎
月
創
日

毎
月
第
１
日
曜
日
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東
大
門
（不
開
門
）

東寺南門前 1







身
は
高
を

直
は
ネ
キ
ーて

お
さ
め
を
く

東
寺
略
年
表

人

師

の

誓

い

者

た

な

り

け

う

延
暦
十
二
年

一ｔ
え
四
）
な
式
天
皇
は
、
動
乱
の
中
に
茶
文
か
ら
長
岡
京
を
経
て
平
安
京
へ
と
都
を

通
さ
れ
、縦
城
円
の
東
遇
に
そ
れ
ぞ
れ
人
寺
を
置
か
れ
ま
し
た
．

現
在
の
京
都
は
御
所
を
は
じ
め
と
し
て
大
部
分
が
東
方
へ
ず
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
東
寺
は
も

と
の
場
所
に
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
て
一級
史
環
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
．
東
寺
は
左
寺
と
も
や
し
ま

す
が
本
格
的
に
活
動
を
始
め
た
の
は
ス
法
人ヽ
部
の
造
菅
ス
後
で
あ
り
ま
す
。
一
」の
お
寺
に
は
ア
シ

ョ
ー
カ
エ
以
来
の
伝
統
に
従
っ
て
、
仏
法
に
よ
フ
、
国
の
平
和
が
護
ら
れ
、
そ
の
た
が
世
界
の
隅
々
に

ま
で
い
き
わ
た
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
尽
た
が
共
に
侵
さ
ず
共
存
し
て
い
く
原
理

を
見
虫
し
伝
え
、
共
々
に
力
を
合
わ
せ
実
現
き
ね
て
い
く
よ
う
に
と
の
人
師
の
願
い
が
込
や
ら
れ
て
い

ま
す
．

東
寺
の
物
藍
は
南
人
間
を
入
７

金ヽ
壼
・講
堂
、
少
し
隔

、́
て
会
壼
が
一直
線
に
置
か
れ
、
左
右
に

二
重
な
と
灌
頂
院
が
配
置
さ
れ
て
、ヽ
ま
す
三
塀
で
区
別
さ
れ
た
境
内
は
そ
の
ま
ま
曼
暮
羅
で
あ
り

客
厳
浄
上
で
あ
り
ま
す
．
我
々
は
そ
こ
か
ら
な
々
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

人
師
は
ま
た
高
野
出
を
自
ら
の
修
禅
の
場
と
し
て
開
か
れ
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
智
慧
を
利
他
行
と

し
て
東
十
で
実
践
さ
れ
ま
し
た
一
生
老
病
死
に
代
表
さ
れ
る
衆
生
の
■
悩
の
解
決
法
と
そ
の
生
活

へ
の
表
現
が
大
師
の
一生
で
あ
り
ま
し
た
ヽ

人
師
は
新
り
な
き
行
動
は
妄
動
で
あ
り
、
行
動
な
き
着
り
は
妄
赳
で
あ
る
と
の
信
さ
か
ら
、
水
な

き
所
に
池
を
振
り
、
橋
な
き
所
に
嬌
を
か
け
、
道
な
さ
所
に
重
を
つ
け
、金
の
え
し
き
者
将
ほ
会
を

得
る
方
法
を
教
え
、
病
む
者
の
た
め
に
良
Ｅ
と
な
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
．

「弘
法
さ
ん
」・は
毎
月
２‐
日
、
大
師
の
命
日
に
催
さ
れ
る
京
の
風
物
詩
．
境
内
に
は
千
軒
以
上
の
は

落
が
並
び
、

２０
，

入
以
上
の
人
虫
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
「
ヽ
れヽ
は
大
師
に
寄
せ
る
民
衆
の
信
枠
の
ポ
き

を
表
し
て
い
る
と
い
え
ま
し
．〓
ワ
．．

東
寺
は
平
安
京
以
来
十
二
百
年
の
間
に
幾
度
も
台
風
、
一
口
え
、
共
え
年
の
災
害
を
史
け
、
堂
碁
∩

人
キ
を
焼
え
し
ま
し
み
、が
、
そ
の
都
度
、三
般
民
衆
の
信
枠
の
力
■
よ
り
も
ビ
の
姿
唾
尋
史
さ
れ
、
と

く
に
二
重
碁
は
古
都
の
玄
関
の
象
徴
と
し
て
昔
の
姿
を
そ
の
ま
ま
に
な
え
て
今
日
に
至
っ
マ
、お
り

ま
す
．

ま
た
人
師
の
壺
品
を
は
じ
め
と
す
る
、
国
堂
・査
暴
文
化
財
は
国
民
の
壼
で
あ
り
ま
す
二
人
で
も

多
く
の
方
が
ご
参
拝
下
さ
っ
て
平
安
文
化
と
の
上
会
い
を
重
し
今
の
自
分
を
見
つ
め
直
し
、
明
日
へ
の

新
し
い
糧
を
得
イ、
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
、り
ま
す
Ｌ

――
―
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人
六
）

２
四
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こ

盆
四
た
し
）

（
五
六
人
）

全
五
九
六
）

全
五
九
九
）

公
六
〇
三
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（
六^
〇
五
）

今
六

１
五
）

↑
六

四
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盆
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四
四
）

平
安
京
に
遷
都
す
る

東
寺
の
造
営
が
始
ま
る

空
海
唐
に
留
学
す
る

空
海
真
言
密
教
を
学
び
帰
朝
す
る

空
海
東
寺
を
賜
わ
る

空
海
講
堂
お
よ
び
講
堂
諸
尊
の
造
営
を
始
め
る

空
海
五
重
塔
の
造
営
に
着
工
す
る

二
月
．
卜^
一＝
空
海
高
野
山
に
人
定
す
る

講
七
諸
尊
の
開
限
供
養
す
る

五
重
塔
完
成
す
る

食
堂
に
千
手
観
音
像
造
立
す
る

「弘
法
大
師
」
の
名
を
贈
ら
れ
る

五
重
塔
落
需
の
た
め
焼
失
す
る

文
覚
Ｌ
人
束
寺
を
修
造
す
る
ｏ連
慶
一円
講
常
諸
尊
を
修
理
す
る

人
師
堂
（御
影
常
）
に
弘
法
大
師
像
（仏
師
康
勝
作
）を
安
置
す
る

足
利
尊
氏
本
陣
を
束
寺
に
置
く

伽
藍
焼
失
す
る
〈五
重
塔
・大
師
堂
な
ど
残
る
〉

講
堂
の
再
建
を
始
め
る

講
堂
の
大
Ｈ
如
来
像
を
再
建
す
る

信
長
人
京
し
東
■
を
宿
所
と
す
る

講
堂
な
ど
大
地
震
に
よ
り
大
破
す
る

豊
臣
秀
頼
、片
桐
且
元
を
奉
行
と
し
て
金
常
の
再
建
に
着
手
す
る

金
堂
の
薬
師
三
尊
像
（仏
師
康
正
作
）新
た
に
作
ら
れ
る

金
堂
完
成
す
る
〈現
在
に
至
る
〉

こ
の
頃
秀
吉
の
北
政
所
、講
堂
を
修
復
す
る

だ
重
塔
焼
失
す
る
〈四
度
＝
の
災
〉

徳
川
家
光
の
発
願
に
よ
り
搭
の
再
建
を
始
め
る

五
重
塔
完
成
す
る
〈現
在
に
至
る
〉


